
年 麻酔科管理症例 件

「診療実績」

麻酔科

進歩する救急医療現場を
チームワークと機動力で対応

術後鎮痛
硬膜外鎮痛 件

件
持続大腿神経ブロック 件

「安全かつ良質な周術期管理に取り組みます」

 当院の特徴は各診療科や職種間の垣根が低く、協力体制が確立しているこ
とです。手術には医師、手術室看護師、臨床工学士、放射線技師など他職
種が関わります。

 チームワークと機動力が自慢です。緊急手術も診断から速やかに手術が行
われるように調整し、より重症な患者は集中治療部と協力して術後 で
管理しています。

 術後鎮痛として硬膜外麻酔、患者自己調節鎮痛
、持続大腿神経ブロックなどの術後疼痛管理を積極的に行い、

患者の術後早期回復に貢献しています。

「最新のトピックス」

 ここ数年で新しい薬剤が相次いで発売されました。麻薬、吸入麻酔薬、筋弛
緩薬は作用時間が短く、循環抑制が少なく、調節性の良いものが主流となり
ました。麻酔からの覚醒が格段に早くなり、手術室の滞在時間が短縮されま
した。

 モニターと麻酔器も大きく進歩しました。脳波や筋弛緩のモニターは外科医
が手術しやすい環境を提供しつつ、速やかな覚醒を可能にしています。

 麻酔記録は全て電子化され、心電図、血圧、酸素飽和度をはじめとするバイ
タルサインの数値と波形データはコンピュータに自動的に取り込まれ、記録
保存されており、安全管理も徹底しています。

 新病院ではハイブリッド手術室を整備する予定です。手術室と心・脳血管カ
テーテル室それぞれ別の場所に設置されていた機器を組み合わせることで
最新の医療技術に対応します。
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「新病院に向けた新たな患者像」

高齢者人口の増加に伴い、いろいろな合併症
を持った患者さんが増えています。術前から、
主治医、麻酔科医、看護師、薬剤師などの医
療スタッフが周術期管理チームを立ち上げ、
安全、安心な手術、術後鎮痛、早期回復、早
期退院、社会復帰を目指しています。

年度 麻酔科集合写真
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